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（不倫をされた人用【左図のＢ女さん、右図のＡ男さん】） 

 

このテキストでは下の左図のＢ女さんがＣ女さんを相手方（＝請求する相

手）として調停を申し立てて不倫問題を解決する解説をいたします。 

右図のＡ男さんがＣ男さんを相手方として調停を申し立てる場合もＡ男さ

んは左図のＢ女さんと同様の立場になります。 

右図のＡ男さんは、左図のＢ女さんの立場になってお読み下さい。 

以下では左図のＢ女さんを「あなた」、左図のＣ女さんを「相手方」といっ

て解説を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 男 

C 女（相手方） 

不倫 

婚姻 
B 女（申立人） 

 

慰謝料請求 

A 男（申立人） 

 

C 男（相手方） 

不倫 

婚姻 
B 女 

慰謝料請求 

Ｃ女さんがＡ男さんと不倫を

し、Ａ男さんの妻であるＢ女さ

んがＣ女さんに慰謝料を請求す

るケース 

Ｃ男さんがＢ女さんと不倫を

し、Ｂ女さんの夫であるＡ男さ

んがＣ男さんに慰謝料を請求す

るケース 
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第１章 不倫のかたち（不倫の法的構造をザックリ理解しましょう） 

第１節 不倫の定義（不倫とは何か、確認しておきましょう） 

  

 Q1 不倫とはどういうことなのですか？ 

 

 A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご主人が不倫をした。あるいは奥さんが不倫をした。 

配偶者が不倫をしていたことがわかれば家庭には混乱が生じます。

夫婦関係の信頼関係が揺らぎ、別居や離婚に発展することもあります。

お子さんがいる家庭ではお子さんは両親の夫婦仲が悪くなったことを

敏感に感じます。 

このテキストでは「不倫」とは、配偶者の一方が他方の配偶者以外

の女性あるいは男性と肉体関係をもつことと定義します。 

  

A 男 

C 女 

不倫 

婚姻 
B 女 

慰謝料請求 

A 男 

C 男 

不倫 

婚姻 
B 女 

慰謝料請求 
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第２節 不倫の法的構造（不倫のかたち） 

 

Q2 不倫は法律的にはどのような構造になっているのですか？ 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「不倫」とは、法律的にはどのようなことなのでしょうか。 

それは、不倫をした配偶者とその不倫相手が他方の配偶者に対して

共同不法行為責任（民法７１９条）を負うということです（札幌地方

裁判所昭和４５年１２月１６日判決・判例時報６２７号８３頁）。 

 

不倫をされた配偶者は、不倫相手と不倫をした配偶者に慰謝料を請

求することができます。 

 

不倫相手と不倫をした配偶者の慰謝料支払義務は、不真正連帯債務

になります。 

 

慰謝料とは、精神上の苦痛を慰謝するための損害賠償金です。 

  

A 男 

（夫） 

B女 

（妻） 

C女 

 

慰謝料請求権 

慰謝料請求権 

不倫 

⇓ 

共同不法行為 

（民法 719 条） 

不真正連帯債務 
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   Q3 不倫に関して判例はどのように判断しているのですか？ 

 

   A 

一、判例は、戦前から現在まで不倫をした者の慰謝料の支払い義務を

認めています。 

 最高裁判所昭和５４年３月３０日判決・民集３３巻２号３０頁

は、「夫婦の一方の配偶者と肉体関係を持った第三者は、故意又は

過失がある限り、右配偶者を誘惑するなどして肉体関係を持つに

至らせたかどうか、両名の関係が自然の愛情によって生じたかど

うかにかかわらず、他方の配偶者の夫または妻としての権利を侵

害し、その行為は違法性を帯び、右他方の配偶者の被った精神上

の苦痛を慰謝すべき義務があるというべきである。」と判示してい

ます。 

 判例によれば、不倫をした者同士がたとえ愛情によって結ばれ

たとしても慰謝料の支払い義務があるとされているのです。 

 

二、どのような権利や利益を侵害したのかに関しては、 

・妻または夫としての権利 

・守操要求権 

・妻または夫としての人格的利益 

・家庭の平和 

などと判示されてきました。 

 

現在では、判例は、不倫は「婚姻共同生活の平和の維持という

権利又は法的保護に値する利益を侵害する」（最高裁判所平成８年

３月２６日判決・判例時報１５６３号７２頁）ととらえています。 
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第３節 不倫をされた人が慰謝料を請求するために主張し、証明すべきこと

は何か？ 

 

Q4 不倫をされた人は何を主張、証明すべきですか？ 

 

A 

一、不倫をされた人が慰謝料を請求する場合に、主張し、証明すべき

事実は、次の事実です（民法７０９条）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  （Ａ男さんとあなたの婚姻関係） 

相手方がＡ男さんと不倫をした当時、Ａ男さんとあなたは婚姻

していたこと 

 

②  （相手方とＡ男さんの不倫） 

相手方がＡ男さんと不倫をしたこと 

 

③  （あなたの婚姻共同生活の平和の維持に対する侵害） 

相手方がＡ男さんと不倫をしたことによって、あなたの婚姻共

同生活の平和の維持が侵害されたこと 

 

④  （相手方の故意または過失） 

相手方がＡ男さんと不倫をすることによってあなたの婚姻共同

生活の平和の維持が侵害されることを、相手方が知っていたこ

と、または、知らなかったとしても過失があったこと 

 

⑤  （損害の発生） 

相手方がＡ男さんと不倫をしたことによってあなたが精神的な

苦痛を受けたこと 

 

⑥  （損害額） 

⑤のあなたの精神的な苦痛の被害額 

 

二、上記の事実のうち中心は、②の相手方がＡ男さんと不倫をしたこと

です。 

 

民法第７０９条（不法行為による損害賠償）  

故意又は過失によって他人の権利又は法律上保護

される利益を侵害した者は、これによって生じた

損害を賠償する責任を負う。 
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⑥ の被害額すなわち慰謝料の額というのは、あなたがどれほど

の精神的な痛手を受けたかということであり、ある意味あな

たしかわからない内面的なことでもあります。 

そこで、慰謝料の額については様々な間接事実からあなた

の精神的な痛手を推測し、慰謝料額を判断してゆくことにな

ります 
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第４節 不倫に関する基本的な判例に触れておこう 

 

  Q5 不倫に関して慰謝料を否定した判例は？ 

 

A ここでは不倫があったにもかかわらず慰謝料請求が否定された判例

を五つ検討しましょう。 

 

① 不倫した当時既に婚姻関係が破綻していた場合には慰謝料は認

められない。 

最高裁判所平成８年３月２６日判決・判例時報１５６３号７２

頁は、次のように判示しました。 

 「甲の配偶者乙と第三者丙が肉体関係を持った場合において、

甲と乙との婚姻関係がその当時既に破綻していたときは、特段の

事情のない限り、丙は、甲に対して不法行為責任を負わないもの

と解するのが相当である。 

 けだし、丙が乙と肉体関係を持つことが甲に対する不法行為と

なるのは、それが甲の婚姻共同生活の平和の維持という権利又は

法的保護に値する利益を侵害する行為ということができるからで

あって、甲と乙との婚姻関係が既に破綻していた場合には、原則

として、甲にこのような権利又は法的保護に値する利益があると

はいえないからである。」 

 つまり、この最高裁判決がいうのは不倫は婚姻共同生活の平和

の維持を侵害するから不倫をした者は慰謝料を支払う義務がある

が、婚姻関係が既に破綻していた場合には婚姻共同生活の平和が

すでになくなっているから慰謝料を支払う義務はないということ

であり、この判決は不倫に関する非常に重要な判決です。 

 

② 慰謝料の請求が権利の濫用にあたる場合には、慰謝料の請求は

認められない。 

これは最高裁判所平成８年６月１８日判決・判例タイムズ９４

５号１４頁の事案について最高裁判所が判示したものです。 

権利の濫用というのは、権利の行使が社会的に見て妥当でない

場合には権利の行使が認められないというものです（民法１条３

項）。不倫に基づいて慰謝料を請求する場合にもそれが権利の濫用

にあたる場合には慰謝料は認められないということを知っておい

てください。 
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③ 慰謝料請求権の消滅時効が完成している場合には慰謝料は認め

られない。 

これは最高裁判所平成６年１月２０日判決・判例時報１５０３

号７５頁や東京高等裁判所平成１０年１２月２１日判決・判例タ

イムズ１２３号２４２頁で問題になりました。 

不倫による慰謝料請求権は、民法７２４条により損害及び加害

者を知った時から３年で消滅時効が完成するということを知って

おきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 配偶者が全面的に責任を負うべきであり、不倫をした者の行為

に違法性がない場合には慰謝料は認められない。 

横浜地方裁判所平成元年８月３０日判決・判例時報１３４７号

７８頁はこのような判断を示しました。 

配偶者が不倫を主導したなどケースによっては不倫をした配偶

者がすべての責任の負うべきであって、不倫の相手となった者は

慰謝料を支払う義務がないケースもありうるということを知って

おきましょう。 

 

 

 

民法第１条（基本原則） 

１ 私権は、公共の福祉に適合しなければなら

ない。  

２ 権利の行使及び義務の履行は、信義に従い

誠実に行わなければならない。  

３ 権利の濫用は、これを許さない。 

 

民法第７２４条（不法行為による損害賠償請求

権の期間の制限）  

不法行為による損害賠償の請求権は、被害者又

はその法定代理人が損害及び加害者を知った時

から３年間行使しないときは、時効によって消

滅する。不法行為の時から２０年を経過したと

きも、同様とする。 
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⑤ 不倫をした夫から奥さんに慰謝料が全額支払われている場合に

は慰謝料の請求は認められない。 

共同不法行為者は不真正連帯債務を負い、一方の共同不法行為

者が慰謝料を全額支払えば、他方の共同不法行為者はもはや賠償

責任を負いません。 

 

札幌地方裁判所昭和４５年１２月１６日判決・判例時報６２７

号８３頁はこのような事案でした。 

 

  

A 男 

（夫） 

B女 

（妻） 

C女 

 

慰謝料請求権 

慰謝料請求権 

②弁済 

①不倫 
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   Q6  不倫に関して慰謝料の額について参考になる判例は？ 

 

A 次に、不倫に関する慰謝料の額について参考になる判例を四つご紹

介します。 

それぞれのネーミングは筆者が独自につけたものです。 

 

① 副次的責任論 

これは東京地方裁判所平成４年１２月１０日判決・判例タイ

ムズ８７０号２３２頁で示された考えで、不倫の責任は第１次

的には不倫をした配偶者に責任があり、不倫の相手になった者

の責任は副次的であって、慰謝料の額についても不倫した配偶

者が多く負担すべきであり、不倫の相手になった者の慰謝料の

負担額は少ないという見解です。不倫の相手が支払う慰謝料の

額を低くする結論になります。 

 

② 主導的責任論 

これは千葉地方裁判所昭和４９年１２月２５日判決・判例時

報７８２号６９頁や大阪地方裁判所昭和４２年７月１５日判

決・判例時報５０３号５６頁で示されたもので、不倫を主導し

た者が多くの慰謝料を負担すべきであるという考えです。不倫

の相手が支払う慰謝料の額を低くする結論になります。 

 

③ 地位利用型 

これは名古屋地方裁判所平成４年１２月１６日判決・判例タ

イムズ８１１号１７２頁の事案のように、不倫をした相手方が

自分の地位（会社の経営者や上司、お金の貸主など）を利用し

て不倫を始めたり、不倫を継続した場合には、その者が多くの

責任を負うべきであり、不倫の相手方の責任は大きいという考

えです。不倫の相手方が支払う慰謝料の額を高くする結論にな

ります。 

 

④ エスカレート型 

これは浦和地方裁判所昭和６０年１２月２５日判決・判例タ

イムズ６１７号１０４頁や東京地方裁判所昭和５８年１０月３

日判決・判例時報１１１８号１８８頁の事案のように、不倫を

した者が被害をどんどん拡大させていってしまった事案であり、

当然慰謝料の額も多くなります。不倫の相手が支払う慰謝料の

額を高くする結論になります。 
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（東京簡易裁判所墨田庁舎） 

第２章 調停とは？（調停の基本をおさえましょう） 

第１節 調停とは？ 

 

Q7 調停とはどのようなものですか？ 

 

  A 

一、法廷で行われる訴訟はテレビドラマをご覧になったりしてご存知

の方は多いのですが、残念ながら調停はほとんどの方がご存知で

はありません。 

 調停は費用も安く、自分でできる便利な制度ですからもっとも

っと活用していただきたい制度です。 

  調停は、訴訟のように判決によって勝敗をつけるのではなく、

簡易裁判所で申立人と相手方との問題を調停委員が間に入って話

し合いで解決を図る制度です。 

 話し合いといっても申立人と相手方が直接話し合うのではなく

て、調停委員が申立人と相手方から事情を聞いて両者の合意がで

きる点をさぐってゆきます。 

 申立人と相手方は控室も別々にありますから、直接顔を合わせ

ることもありません。 

 そして、申立人と相手方の合意ができればその合意の内容を調

停調書という文書にします。この合意内容を守ることによって申

立人と相手方の間にある問題を解決するわけです。 

 

二、調停を行う場所は？ 

不倫による慰謝料を請求す

る調停は簡易裁判所で行われ

ます。 

簡易裁判所は全国にたくさ

んあるのですが、原則として、

相手方の住所を管轄する簡易

裁判所で行われます（民事調

停法３条１項）。 
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三、調停に関与する人々 

  

簡易裁判所の配置図（サンプル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調停を申し立てる人を申立人といい、相手にされた人を相手方とい

います。 

 簡易裁判所の体制としては、原則として、裁判官１名と民事調停委

員２名で調停委員会を構成し、また、裁判所書記官がおかれています。 

 申立人や相手方の窓口になる人が書記官であり、調停をリードして

ゆくのが調停委員です。民事調停官が調停を進めることもありますが

（民事調停法２３条の２以下）、通常は調停委員が調停を進めてゆきま

す。このテキストでも調停委員が進める調停を解説します。 

裁判所の人と話す経験は一般の人は少ないと思いますが、皆さん丁

寧で親切です。 

  

第一調停室 第二調停室 第三調停室 第四調停室 第五調停室 

申立人控室 書記官室 書記官室 裁判官室 相手方控室 
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四、調停の手続の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔簡易裁判所〕 〔相手方〕 

受理 調停申立書等を提出 

第１回調停期日の調整

の連絡 

第１回調停期日の呼出

状を送付 

 
第１回調停期日 

調停の進行の

説明 

申立人の言い分 

（あれば）証拠の提出 

相手方の言い分 

（あれば）証拠の提出 

第２回調停期日 

申立人の言い分 

（あれば） 

相手方の言い分 

（あれば）証拠の提出 

第○回調停期日 

〔申立人〕＝あなた 

調停の成立 調停の不成立 

訴訟 

調停申立ての取り下げ 

調停の大まかな流れ 
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調停は申立人が調停申立書等を作成して管轄する簡易裁判所に提出

することによってスタートします。 

調停申立書等を受け付けた簡易裁判所は、担当する裁判官、書記官、

調停委員を決めて、申立人には第１回調停期日の連絡をし、相手方に

は呼出状を送ります。 

簡易裁判所で調停が行われる日時のことを期日といいます。調停は

１回で終了することもありますが、通常は回を重ねてゆきます。最初

の調停の日時を第１回調停期日といい、２回目の調停の日時を第２回

調停期日といい、以下同様に進められてゆきます。 

そして、申立人と相手方が合意できれば調停が成立することによっ

て調停は終了します。調停を重ねていっても両者の間に合意ができる

見込みがない場合には、調停は不成立で終了します。調停が不成立に

なったときになお解決を図るためには最後の手段である訴訟によって

解決を図ることになります。 

また、調停の期日ではない日に両者の間で和解ができて和解金が支

払われたような場合には、調停を継続する必要がなくなったので、調

停申立てが取り下げられて調停が終了することもあります。 
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   Q8 調停のメリットは？ 

 

 

    A 

    調停には以下のようなメリットがあります。 

 

１ 費用が安い。 

調停を申し立てる場合には簡易裁判所に収入印紙と切手を納め

る必要があるのですが、いずれも低額です。不倫の調停は自分で

行うことができますから、費用は安くおさえることができます。 

２ 手続が難しくなく、弁護士などの専門家に依頼しなくても自分

で行うことができます。 

３ 相手と直接話す必要がありません。従って、感情的にならずに

すみます。 

４ 相手と直接顔を合わせることはほとんどありません。 

５ 調停委員と裁判官という法律の専門家が自分の言い分を聞いて

くれて、アドバイスももらうことができます。 

６ 声の大きさや感情ではなく法律に従った解決を図ることがで

きます。 

７ 調停は非公開ですから秘密が守られます。 

 

法律の専門家でない方は調停のことをご存知ない方がほとんどです。

調停には以上のようなたくさんのメリットがあり、調停は費用が安く

て使いやすい便利な制度ですから是非活用してください。 
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   Q9 調停のデメリットは？ 

 

   A 

調停はメリットばかりでなくデメリット（限界）もあることも知っ

ておきましょう。 

調停では簡易裁判所で申立人と相手方が議論することはなく、双方

が調停委員に対して自分の言い分を主張するのですが、広い意味では

調停委員を介した話し合いで解決を図るものです。 

 

調停は判決のように白黒つける制度ではありません。 

従って、調停を重ねても話がまとまらない場合には調停は不成立と

なって終了します。 

 

また、相手方は調停に出頭する義務があり、正当な理由がなくて出

頭しない場合には過料の制裁を受けることがあるのですが（民事調停

法３４条）、不誠実な相手方で欠席を繰り返す人がいます。そうなって

しまうと、やはり調停は不成立として終了することになります。 

 

調停が不成立となって終了した場合に解決を図るためには、最後の

手段である訴訟を提起することになります。 
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第３章 不倫をされた人が不倫調停を行うには？ 

第１節 調停を申し立てる前に準備することは？ 

 

Q10 調停を申し立てる前に準備することは何ですか？ 

 

 A 

一、相手方に対して不倫による慰謝料の支払いを求める調停を申し立てる

ためには、以下のことを準備します。 

   １、 戸籍謄本を用意する 

Ａ男さんとあなたが婚姻していることが記載されている戸籍謄本

を取り寄せます。 

また、相手方があなたに慰謝料の支払い義務を負うのは、相手方

がＡ男さんと不倫をした当時Ａ男さんとあなたが婚姻していること

を知っていたか、知らなかったとしても過失によって知らなかった

ことが必要です。 

そのため、まず不倫の当時Ａ男さんとあなたが婚姻していること

を証明する証拠として戸籍謄本が必要になります。 

 

２、相手方の住所と氏名をつかむ 

相手方の住所と氏名がわからないと調停の申立ができませんから、

これらの情報をつかむことは必須です。 

調停の相手方の住所と氏名、（もしわかれば）電話番号を確認し、

わからなければ調べます。 

 

     相手方の住所と氏名を調べる方法としては、例えば、 

➊Ａ男さんから聞き出す、 

     ❷Ａ男さんの電子メールその他の資料から調べる、 

❸興信所に依頼する、 

などの方法がありますが、興信所に依頼する場合には費用がかか 

りますからご注意ください。 

 

相手方の住所や氏名がわかったら、以下に書いておきましょう。 

住所：                        

氏名：                        

電話番号：                      

 

３、 調停を管轄する簡易裁判所を調べる  

相手方の住所がわかったら、調停を管轄する簡易裁判所を調べ

ます。 

調停は簡易裁判所で行いますが、簡易裁判所は全国にたくさん

ありますのであなたの案件を扱う簡易裁判所（つまりあなたの案

件を管轄する簡易裁判所）を調べます。 
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・管轄とは、全国にある簡易裁判所の中でその案件を扱うこと

になる簡易裁判所はどこかということです。 

 

・調停の管轄はどのように決まっているのか？ 

不倫問題を調停で解決する場合にどこの簡易裁判所が管轄

することになるのかに関しては民事調停法３条１項が規定し

ています。 

それによると、通常は相手方の住所を管轄する簡易裁判所

が管轄することになります。 

 

・相手方の住所を管轄する簡易裁判所はどこか？ 

これは法律で決められているのですが、法律の素人の方が

その法律を調べるのはかなり手間がかかりますから、以下の

ようにして調べるのが手っ取り早い方法です。 

 

        ➊ グーグルマップなどの地図サイトで相手方の住所の近

くにある簡易裁判所を２、３見つける。 

      ❷ それらの簡易裁判所に次のように電話をして管轄があ

るかないかを教えてもらう。 

「住所が○○○○である人を相手方として調停を申し

立てる予定なのですが、そちらの簡易裁判所の管轄です

か？」 

 

ちなみに、相手方の住所が東京都の場合には管轄する簡易 

裁判所は、以下のとおりとなっています。 

〔相手方の住所〕   〔管轄する簡易裁判所〕 

 ２３区        東京簡易裁判所墨田庁舎 

 武蔵野市       武蔵野簡易裁判所 

 三鷹市        武蔵野簡易裁判所 

 小金井市       武蔵野簡易裁判所 

 小平市        武蔵野簡易裁判所 

 東村山市       武蔵野簡易裁判所 

 西東京市       武蔵野簡易裁判所 

 清瀬市        武蔵野簡易裁判所 

 東久留米市      武蔵野簡易裁判所 

町田市        町田簡易裁判所 

多摩市        町田簡易裁判所 

稲城市        町田簡易裁判所 

立川市        立川簡易裁判所 

 府中市        立川簡易裁判所 

 昭島市        立川簡易裁判所 
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 調布市        立川簡易裁判所  

 国分寺市       立川簡易裁判所 

 狛江市        立川簡易裁判所 

 東大和市       立川簡易裁判所 

 武蔵村山市      立川簡易裁判所 

 八王子市       八王子簡易裁判所 

 日野市        八王子簡易裁判所 

 あきる野市      八王子簡易裁判所 

 日の出町       八王子簡易裁判所 

 檜原村        八王子簡易裁判所 

 青梅市        青梅簡易裁判所 

 福生市        青梅簡易裁判所 

 羽村市        青梅簡易裁判所 

 瑞穂町        青梅簡易裁判所 

 奥多摩町       青梅簡易裁判所 

 三宅村        東京簡易裁判所墨田庁舎 

 御蔵島村       東京簡易裁判所墨田庁舎 

 小笠原村       東京簡易裁判所墨田庁舎 

 八丈町        八丈島簡易裁判所 

 青ヶ島村       八丈島簡易裁判所 

 大島町        伊豆大島簡易裁判所 

 利島村        伊豆大島簡易裁判所 

 新島村        新島簡易裁判所 

 神津島村       新島簡易裁判所 

 

 

４、不倫をしたのはいつ頃、どこでか等を調べ、不倫一覧表を作る 

これは、あなたが調停を申立てるにあたって最も重要なことで

あり、また、作成するには一苦労すると思いますが、粘り強く作

成しましょう。 

不倫をしたのはいつころ、どこでか等を不倫一覧表に整理しま

しょう。 

 

➊整理のポイントは、Ａ男さんと相手方が 

・ いつ頃、 

・ どこで、不倫をしたか（＝肉体関係をもったか）を、 

・ 証拠を添えて、 

整理することです。    

❷整理の仕方には次のような方法があります。 

・ Ａ男さんから不倫の事情を聞き出して、不倫一覧表を埋め

てゆく。 

        不倫一覧表のサンプルをご参照ください 

・ Ａ男さんの電子メールやその他の資料から不倫の状況を推
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測して、不倫一覧表を埋めてゆく。 

・ Ａ男さんと相手方の不倫の状況について興信所に調査を依

頼して、調査報告書を提出してもらう。 

ただし、興信所に調査を依頼するには費用がかかりますか

ら、依頼する場合には、興信所にどのような調査をしてくれ

るのか、調査報告書を提出してくれるのか、費用はいくらく

らいかなどの点について、あらかじめ充分説明を受けておく

必要があります。 

 

❸Ａ男さんと相手方の不倫の経緯については証拠を整えておく

必要があります。 

 

証拠作り（不倫に関する証拠の整理と証拠の作り方）をご説明

します。 

 

a  証拠を準備する 

あなたが相手方に調停を申し立てて調停が始まり、実際には

Ａ男さんと相手方が不倫をしていたにもかかわらず、調停の場

で相手方は不倫をしていたことを否認するかもしれません。 

その場合にあなたが反論することができるように、また、相

手方がそもそも不倫を否認できないように、あなたは調停を申

し立てる前に不倫に関する証拠を準備する必要があります。 

Ａ男さんと相手方の不倫の証拠については、２人がどんな場

面で接触するのかというところからまず考えてみましょう。 

 

b Ａ男さんと相手方の接触場面を検討する 

・二人が会って会話をする 

・電子メールをする（携帯電話、Facebook、パソコンなど） 

・ＬＩＮＥをする 

・手紙をやりとりする 

・電話をする 

・食事をする 

・お酒を飲む 

・ドライブをする 

・旅行する 

・旅館に泊まる 

・ホテルに泊まる 

・相手方の自宅マンション（アパート）に泊まる 

・あなたが留守のときにＡ男さんの自宅に相手方が来る、泊

まる 

 

次に、これらの接触場面を証明する証拠を整理しましょう。 
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c 不倫に関する証拠を集める 

ⅰ 電子メール（携帯電話、Facebook、パソコンなど） 

Ａ男さんと相手方のメールの内容を印刷する  

→ その印刷物を証拠にする 

         メールの内容を写真に撮る 

→ その写真を証拠にする 

 

ⅱ ＬＩＮＥ 

Ａ男さんと相手方のＬＩＮＥの内容を紙にする 

         ＬＩＮＥの内容を写真に撮る 

 → その写真を証拠にする 

ＬＩＮＥの内容を印刷する  

→ その印刷物を証拠にする 

 

ⅲ 手紙 

今の時代、男女が手紙のやりとりをすることは少ないか

もしれませんが、もしＡ男さんと相手方の手紙があれば、

その手紙を証拠にします。 

 

ⅳ 電話 

もし可能であれば、Ａ男さんと相手方の電話を録音して

ＣＤに記録し、そのＣＤを証拠にします。 

 

ⅴ Ａ男さんと相手方が一緒にいるところを写真に撮り、そ

の写真を証拠にします。 

 

ⅵ Ａ男さんと相手方が一緒にいるところを動画で撮影して

ＤＶＤに記録し、そのＤＶＤを証拠にします。 

 

ⅶ Ａ男さんのクレジットカードの利用明細書を詳しく調べ

る。 

クレジットカードの利用明細書に飲食店、宿泊施設（ホ

テル、旅館など）、高速道路のＥＴＣカードの利用などから

不審なクレジットカードの利用がないか調べます。 

 → そのクレジットカードの利用明細書を証拠にします。 

ⅷ Ａ男さんが持っている領収証を調べる。 

飲食店、宿泊施設（ホテル、旅館など）の領収証があれ

ばその内容を調べます。 

→ その領収証を証拠にします。 

 

証拠は集めるだけではなく、証拠を作ることも行いましょう。 
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d 証拠を作る 

ⅰ Ａ男さんや相手方を尾行する。 

→ 尾行した結果写真撮影や録音ができるのであれば、

写真や録音を記録した媒体を証拠にし、また、Ａ男さ

んと相手方の行動を記録して報告書などの文書にし

て、その文書を証拠にします。 

 

ⅱ Ａ男さんに不倫を告白させる。 

不倫をした人は罪悪感を持っていて、いつかは不倫がバ

レると考えています。不倫を白状することはよくあります。 

その際、➊いつ、❷どこで、❸どのように不倫をしたの

かについて不倫一覧表を作ります。 

Ａ男さんに不倫を告白させる一つの方法として、「不倫を

したら私はあなたとＣ女の両者に慰謝料を請求できるけど、

あなたには慰謝料を請求しないから、不倫の経緯を正直に

話してほしい。」と持ち掛けることがあるかもしれません。

不倫の経緯を話してくれたら A 男さんには慰謝料を請求し

ないと取引をするわけです。 

この場合注意しなければならない点は、あなたはＡ男さ

んに慰謝料を請求しないことを約束したので、これはＡ男

さんの慰謝料の支払いを免除する、あるいは、あなたのＡ

男さんに対する慰謝料請求権を放棄することと考えられる

ということです。従って、あなたはＡ男さんから慰謝料の

支払いを求めることはできなくなります。 

しかし、このことはあなたの相手方に対する慰謝料請求

権に影響しませんから、あなたは相手方に対して慰謝料の

支払いを求めることができます。 

 

そして、 

→ Ａ男さんに陳述書を書いてもらい、その陳述書を証拠

にします。 

陳述書を作成しやすくするために不倫一覧表を陳述書の別

紙にして陳述書と一体化します。 

→ Ａ男さんが陳述書を作成してくれない場合には、あな

たがＡ男さんの発言内容を聞いた旨の陳述録取書を作成

し、その陳述録取書を証拠にします。陳述録取書を作成

しやすくするために不倫一覧表を陳述録取書の別紙にし

て陳述録取書と一体化させます。 

 

ⅲ ウラをとる 

例えば宿泊施設に電話して、Ａ男さんや相手方が宿泊

したことを聞き出し、電話の内容を電話聴取書にして、
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その電話聴取書を証拠にします。 

 

ⅳ 興信所に調査を依頼し、報告書を作成してもらい、その

報告書を証拠にするという方法もあります。 

ただし、一般に興信所は高額の費用を取りますから、興

信所を利用する前に以下のことを確認しておきましょう。 

➊ 興信所の費用はいくらか。 

❷ 興信所はどの程度の調査をしてくれるのか（例えばＡ

男さんや相手方の行動を何日間くらい調べてくれるのか） 

❸ 興信所の報告書にはどのようなことが記載されるのか、

写真や動画は添付されるのか。 

❹ 興信所の報告書を調停や訴訟で証拠にすることを興信

所は認めてくれるのか。 

 

５、 請求する慰謝料の金額を検討する 

調停申立て段階では「相当な金額」とするのが無難 

あなたが相手方に請求する金額がご自分でわかればその金額を

請求することになりますが、妥当な金額がいくらなのかはなかな

かわからないと思います。 

調停を申し立てるにあたっては具体的な請求金額を調停申立書

に明示しないで「相当な金額」とすることも認められていますか

ら、調停の申立て段階では「相当な金額」の支払いを求めること

にして、調停の中でその金額を決めてゆくことも可能です（「書式 

和解・民事調停の実務」全訂五版・民事法研究会２８０頁）。 

 

    ６、 収入印紙を用意する 

調停申立書に貼る収入印紙の額を確認し、収入印紙を用意しま

す。 

あなたが調停を申し立てるには調停申立書を作成して、その調

停申立書の正本に収入印紙を貼る必要があります。 

収入印紙の額は請求する慰謝料の額に応じて法律によって決ま

っているのですが、このテキストの最終ページの調停申立書に貼

る収入印紙額の早見表を参照していただいて貼るべき収入印紙の

金額をご確認ください。 

筆者の見解では調停申立ての段階で「相当な金額」の支払いを

求める場合には、収入印紙の額は６５００円になります。しかし、

簡易裁判所によっては違う見解をとる可能性もありますから、申

し立てる前に管轄する簡易裁判所にお問い合わせください。 

 

 

７、 切手を用意する 

調停を申し立てる段階で簡易裁判所に切手を納める必要があり
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ます。 

納める切手は、簡易裁判所が切手の種類と枚数を決めているの

で管轄する簡易裁判所に次のように電話をして確認しておきまし

ょう。 

 

「相手方は一人なのですが、慰謝料の支払いを求める調停を申

し立てることを予定しています。そちらの簡易裁判所に納める切

手の種類と枚数を教えてください。」 

 

ちなみに、東京簡易裁判所に相手方を一人として調停を申し立

てる場合に必要な切手は、次のとおりです。 

     ５００円切手   ２枚 

     １００円切手  １０枚   

      ８２円切手   ５枚 

      ２０円切手   ３枚 

１０円切手  １０枚 

       １円切手  １０枚 

         以上２５８０円分 
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第２節 調停申立書の作り方 

 

Q11 調停申立書はどのように作成するのですか？ 

 

A 

一、お手元に調停申立書のサンプル（解説付き）をご用意いただきまし

て、調停申立書の作り方をご説明します。 

二、調停申立書を作るときにチェックすべき点は、以下のとおりです。 

① 調停申立書の表紙に事件名、調停事項の価額、貼用印紙額、予納

郵券額を記載し、収入印紙を貼ります。 

 郵券というのは、切手のことです。貼った収入印紙には消印をし

ない決まりになっていますのでご注意ください。 

 

② 調停申立書の「当事者の表示」欄について 

    ア 申立人欄 

      申立人となるあなたの住所の郵便番号、住所、氏名、連絡先電

話番号を記載し、裁判所から書類が送られてくる送達場所を表示

します。 

      通常は送達場所は自宅の住所になるでしょうから住所の前に

（送達場所）と記載しておきます。 

    イ 相手方欄 

相手方の住所の郵便番号、住所、氏名、（もし知っていれば） 

電話番号を記載します。 

 

③ 調停申立書の「申立の趣旨」について 

「申立の趣旨」というのは、申立人が相手方に求める内容を簡潔に

記載する部分です。 

 調停申立書のサンプル（解説付き）では、請求する慰謝料の金額

を明示せずに、「相当な金額」を支払うように求めています。 

 

④ 調停申立書の「紛争の要点」について 

「紛争の要点」とは、申立人と相手方の間にある問題のポイントを

記載する部分です。 

 ここは慰謝料を請求する申立人が主張すべきことを整理して記載

することになります。 

 

⑤ 「証拠方法」について 

証拠方法というのは、証拠のことです。調停でも一般に申立人が

提出する証拠は「甲」と表示し、相手方が提出する証拠は「乙」と

表示して、それぞれ証拠の番号をつけて証拠を特定します。 

 

⑥ 「付属書類」について 
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付属書類というのは、調停申立書といっしょに提出する書類のこ

とです。 

 

⑦ 「申立人の記名押印」について 

申立人が押捺する印鑑は実印ではなく認め印で大丈夫です。ただ

し、シャチハタ印は時間がたつと消えてしまうようなので、避けて

ください。 
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第３節 簡易裁判所に調停申立書等を提出する 
 

Q12 簡易裁判所に対してどのように調停を申し立てるのですか？ 

 

A 

一、申立人は、調停申立書等を管轄する簡易裁判所に提出することによ

って調停を申し立てます。 

 

   提出すべきものは、以下のとおりです。 

   ① 管轄する簡易裁判所に提出する書類 

     ⅰ 調停申立書  

調停申立書は同じものを３通用意します。 

そして、１通を正本、１通を副本、残りの１通を自分の控え

とします。 

調停申立書の正本の最初の頁に所定の収入印紙を貼ります

（消印はしません）。 

簡易裁判所には調停申立書の正本１通と副本１通を提出し、

控えは自分で持っています。 

     ⅱ（証拠があれば）証拠  

証拠は３通コピーし、その中の１通を正本、１通を副本、残

りの１通を控えにします。 

そして、簡易裁判所には正本と副本を提出します。 

   ② 所定の切手 

 

  二、簡易裁判所への提出方法 

    簡易裁判所に提出する方法は、 

①管轄する簡易裁判所に持参するか、 

②郵送する方法です。 
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第４節 申立人が第１回調停期日の前に準備しておくこと 

 

Q13 申立人として第１回調停期日の前に準備しておくことは？ 

 

A  

一、申立人のあなたは、第１回調停期日の前に相手方の C 女さんが調停

期日でどんな言い分をしてくるか予想し、その対策をたてておきま

しょう。 

 

二、予想される相手方の態度とそれに対する申立人であるあなたの対応

まず、相手方の態度として、調停期日に欠席を繰り返す場合と調停

期日に出席する場合があります。 

 そして、相手方が調停期日に出席してきた場合に予想される言い

分は、不倫を否認することと不倫を認めることに分かれます。不倫

を認めるときにも、不倫を認めるけれども自分は慰謝料を支払う義

務がないと主張することもあるでしょうし、不倫は認めるけれども

慰謝料の額について争うこともあるでしょう。 

 以下、順に検討してみましょう。 

 

三、相手方が調停期日に欠席を繰り返す場合 

相手方が正当な理由がなく簡易裁判所に出頭しない場合には、過

料の制裁を受けることがあります（民事調停法３４条）。 

しかし、不誠実な相手方は調停期日に繰り返し欠席する場合があ

ります。このような場合には、やむをえず調停は不成立となること

が多いと思われます。 

 そうすると、申立人は調停で解決することができず、さらに解決

を試みるためには訴訟を提起する必要があります。 

 

四、相手方が調停期日に出頭した場合 

相手方が調停期日に出頭した場合に相手方の態度として予想さ

れるのは、相手方が不倫を否認する場合と不倫を認める場合です。 

それぞれ分けて検討しましょう。 

 

ア、相手方が不倫を否認するとき 

相手方が不倫を否認するときには、申立人は、①相手方の否認

の理由について反論し、②不倫の証拠を提出することになります。 

 

イ、相手方が不倫を認めるとき 

相手方が不倫を認めるときにも、相手方の態度は次の二つが考

えられます。 

 一つ目は、相手方は不倫は認めるけれども慰謝料を支払う義務

はないと争うときです。  

 二つ目は、相手方は不倫は認めるけれども慰謝料の額について
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争うときです。それぞれについて申立人の対応を考えてみましょ

う。 

 

ⅰ）相手方が不倫は認めるが、慰謝料を支払う義務はないと争うとき 

相手方が不倫は認めるけれども慰謝料を支払う義務はないと争うには、

相手方の言い分は以下のような何種類かのパターンがあると考えられま

す。 

 

➊ Ａパターン（婚姻関係の破綻の主張） 

相手方がＡ男さんと不倫した当時、Ａ男さんとあなたの婚姻関係

はすでに破綻していたから、相手方はあなたに対して慰謝料を支払

う義務はないと主張することが考えられます。 

この相手方の主張は最高裁判所平成８年３月２６日判決が判示し

ていることを採用したものです。 

 

この相手方の主張に対するあなたの対応としては、相手方がＡ男

さんと不倫した当時、Ａ男さんとあなたの婚姻関係はまだ破綻して

いなかったという主張が考えられます。 

 

それは、例えば以下のような主張になります。 

 ・「破綻」とは、戸籍上は夫婦であるけれども、実際には夫婦とは

いえない関係になっていたということです。 

     ・そこで、Ａ男さんとあなたの婚姻関係がどのようなものであっ

たかについて、以下の点をチェックしてみましょう。 

ⅰ）Ａ男さんとあなたは、別居していたか否か。 

別居していたら破綻に傾き、別居していなかったら破綻に

傾きません。 

ⅱ）日常生活でＡ男さんとあなたにあいさつ（「おはよう」、「行

ってらっしゃい」、「行ってきます」、「ただいま」、「お帰りな

さい」、「おやすみ」など）があったか否か。 

 あいさつがなければ破綻に傾きます、あいさつがあれば破

綻に傾きません。 

ⅲ）日常生活でＡ男さんとあなたに会話があったか否か。 

会話がなければ破綻に傾きます。会話があれば破綻に傾き

ません。 

ⅳ）例えば週末に外食に出かけることが通常だったが、これが

なくなったか否か。 

 外食に出かける習慣がなくなれば破綻に傾きます。外食に

出かける習慣が続けば破綻に傾きません。 

ⅴ）Ａ男さんはあなたの誕生日や結婚記念日などの特別な日に

プレゼントをしていたが、これがなくなったか否か。 

 プレゼントがなくなれば破綻に傾き、プレゼントが続けば

破綻に傾きません。 
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ⅵ）Ａ男さんはあなたと一緒に、あるいは子供を連れて旅行に

行っていたが、これがなくなったか否か。 

 このような旅行がなくなれば破綻に傾き、このような旅行

が続けば破綻に傾きません。 

ⅶ）日常生活でＡ男さんはあなたと一緒に食事をとっていたの

に、これがなくなったか否か。 

 一緒に食事をとらなくなれば破綻に傾き、一緒に食事をと

れば破綻に傾きません。 

ⅷ）Ａ男さんのあなたに対する口の利き方が乱暴になったか否

か。 

 乱暴になれば破綻に傾き、乱暴にならなければ破綻に傾き

ません。 

ⅸ）Ａ男さんはあなたに暴力を振るうようになったか否か。 

暴力を振るうようになれば破綻に傾き、そうならなければ

破綻に傾きません。 

ⅹ）日常生活において性交渉があったが、これがなくなったか

否か。 

 なくなれば破綻に傾き、なくならなければ破綻に傾きませ

ん。 

 

以上のような点を検討してみて、破綻していなかったと主張する

ことになります。 

あなたが調停委員にアピールする例とし、以下のような例が考え

られます。 

１）相手方は不倫していた平成○○年○○月当時、私とＡ男さ

んの婚姻関係がすでに破綻していたと言っているようですが、

そのようなことはありません。 

２）その当時、私とＡ男さんはごく普通の夫婦でした。 

・別居していませんし、離婚の話が出たことなどありませ

ん。 

・私とＡ男さんは日常生活で普通に会話をしていましたし、

Ａ男さんは仕事で帰りが遅いとき以外は私たちと一緒に

食事をしていました。 

・Ａ男さんは私の誕生日や結婚記念日には毎年プレゼント

をくれましたし、毎年家族旅行にも連れて行ってくれま

した。 

・Ａ男さんは毎月きちんと生活費を入れてくれましたし、

私たち二人の性生活も以前と同様でした。 

・Ａ男さんは子供たちにも愛情を注いでくれて、子供の学

校生活や成績もいつも気にかけてくれていました。 

 

❷Ｂパターン（消滅時効の主張） 

相手方は、あなたに対して、あなたの相手方に対する慰謝料請求は
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消滅時効が完成しているから認められないと主張することがあります。 

この主張は、最高裁判所平成６年１月２０日判決、東京高等裁判所

平成１０年１２月２１日判決で問題になった論点です。 

 

この相手方の主張に対して、あなたは、消滅時効はまだ完成してい

ないと主張することが考えられます。 

すなわち、あなたの相手方に対する慰謝料請求権は、民法７２４条

によりあなたが「損害及び加害者を知った時から３年」で消滅時効が

完成します。つまり、あなたがＡ男さんが不倫をしたこと、及び、そ

の相手が相手方であることを知った時から３年です。 

そこで、あなたは、Ａ男さんが不倫をしたこと、及び、その相手が

相手方であることを知ったのはいつであり、それからまだ３年たって

いないとか、それから３年以内に請求などの消滅時効の中断（民法１

４７条）の措置をとったから消滅時効は完成していないなどと主張す

ることが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸Ｃパターン（婚姻していることを知らなかったし、知らないことに過

失もなかったという主張） 

あなたの相手方に対する慰謝料請求が認められるのは、相手方がＡ

男さんと不倫したことによりあなたの家庭の平和が侵害されたからで

す。つまり、相手方がＡ男さんと不倫することによりあなたの家庭の

平和が侵害されたという関係が必要です。 

そこで、相手方がＡ男さんと不倫した当時、相手方はＡ男さんが婚

民法第１４７条（時効の中断事由）  

時効は、次に掲げる事由によって中断する。  

１ 請求  

 ２ 差押え、仮差押え又は仮処分  

 ３ 承認 

民法第７２４条（不法行為による損害賠償請求権の期間の

制限）  

不法行為による損害賠償の請求権は、被害者又はその法定

代理人が損害及び加害者を知った時から３年間行使しない

ときは、時効によって消滅する。不法行為の時から２０年

を経過したときも、同様とする。 
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姻していたことを知っていてあなたの家庭の平和を侵害したことを知

っていた（これを故意といいます）、または、知らなかったとしても過

失があった（過失）ことが必要です。 

相手方が、Ａ男さんが婚姻していたことを知らなかったとか、知ら

なかったことに過失がなかったと主張した場合、あなたの反論は、例

えば、以下のような事情があったから相手方はＡ男さんが婚姻してい

たことを知っていたと主張したり、相手方には過失があったと主張す

ることになるでしょう。 

１）Ａ男さんはいつも結婚指輪をしている。 

２）Ａ男さんは子供がいることを相手方に話したことがある。 

３）Ａ男さんと相手方は同じ会社に勤めているが、Ａ男さんは社内

で妻帯者であると知れ渡っている。 

４）Ａ男さんは給料を全額自分のためにだけに使えないことを相手

方は知っていた。 

 

❹Ｄパターン（Ａ男さんからあなたに慰謝料が全額支払われたから、Ｃ 

女さんはあなたに慰謝料を支払う義務はないという主張） 

これは横浜地方裁判所平成元年８月３０日判決で問題になった論点

です。 

例えば、Ａ男さんが既にあなたに１００万円を支払っていたとして、

相手方があなたに対して不倫の慰謝料は１００万円が妥当であり、そ

れをＡ男さんが既にあなたに支払っているのだから、相手方はあなた

に慰謝料を支払う必要はないと主張することが考えられます。 

このような相手方の主張に対して、あなたは以下の点を検討して、

主張すべきです。 

１）Ａ男さんからあなたに１００万円の支払いがあったか否か。 

２）Ａ男さんからあなたに１００万円の支払いがあったとして、そ

れはＡ男さんと相手方が不倫したことによるあなたに対する慰謝

料としての支払いであったか否か。 

３）２が肯定されるとして、慰謝料の額は１００万円が相当である

か。 

 もし慰謝料の額として１００万円が相当ではなく２００万円が

相当であるならば、Ａ男さんは２００万円のうちの１００万円し

か支払っていないわけですから相手方はあなたに対してあと１０

０万円を支払う義務があることになります（２００万円－１００

万円＝１００万円）。 

 

❺Ｅパターン（権利の濫用の主張） 

これは、相手方があなたに対して、あなたの相手方に対する慰謝料

の請求は権利の濫用にあたるから許されないと主張するケースです。 

最高裁判所平成８年６月１８日判決で問題になりました。 
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これに対してあなたの主張としては、以下のような点が考えられま

す。 

１）権利の濫用とは、権利者が権利を行使することが社会的に見て

妥当ではなく、権利の行使が許されないということです（民法１

条３項）。 

２）そこで、権利の濫用を主張する相手方があなたの慰謝料の請求

が社会的に見て妥当ではなく許されないことを基礎づける具体的

な事実を主張することになります。 

たとえば、「あなたは相手方とＡ男さんが肉体関係を持つ前に自

分はＡ男さんとうまくいっていなくて近々離婚することを相手方

に伝えていた」とか、「Ａ男さんは相手方に暴力をふるって相手方

にあなたに慰謝料を支払うように強要し、あなたはそのことを利

用して相手方に慰謝料を支払わせようとした」とか、「あなたは相

手方に嫌がらせをして慰謝料を支払わせようとした」などという

事実です。 

これらの事実が相手方から主張された場合、あなたとしてはそ

のような事実があったのか否か、あったとしたらそのような事実

があったことに相当な理由があったことを主張し、権利の濫用に

は当たらないことを主張することになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❻Ｆパターン（Ａ男さんが全面的に責任を負うべきであり、相手方はあ

なたに慰謝料を支払う義務はないと主張するケース） 

これは、横浜地方裁判所平成元年８月３０日判決で問題になりまし

た。  

この判例のケースでは、Ａ男さんが相手方に暴行・脅迫を加えて肉

体関係を強要し、継続したケースであり、Ａ男さんが全面的に責任を

負うべきであり、相手方の行為に違法性はなく、相手方はあなたに対

して慰謝料を支払う義務はないと判示されました。 

ある意味相手方も被害者のケースです。 

このような主張が相手方からなされた場合、あなたとしては、Ａ男

さんと相手方の不倫の経緯について、Ａ男さんから事情を聞けるので

あればＡ男さんから事情を聞いて確認することになります。 

Ａ男さんから事情を聞けないのであれば、Ａ男さんと相手方の細か

民法第１条 

１ 私権は、公共の福祉に適合しなければならない。  

２ 権利の行使及び義務の履行は、信義に従い誠実

に行わなければならない。  

３ 権利の濫用は、これを許さない。 
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な関係にあなたはタッチしていないので、相手方の主張が具体的で信

用できるものであるのか、相手方の主張に沿う証拠があるのか検討す

ることになります。 

 

ⅱ）相手方が不倫を認めるが、慰謝料の額について争うとき 

a) まず、判例で慰謝料として認められた金額を一覧して、慰謝料の額

について大まかな相場観を持ちましょう。 

ここでは、以下に妻から慰謝料を請求したケースと夫から慰謝料を 

請求したケースの判例について、請求した金額と裁判所が認めた金額

を概観して、判決ではどれくらいの金額が認められているかというこ

とを大づかみで把握しておきましょう。 

 

妻から不倫した女性に慰謝料を請求するケースの判例 

① 大阪地方裁判所昭和４２年７月１５日判決・判例時報５０３

号５６頁 

     妻の請求額：５０万円 

     裁判所が認めた額：１０万円 

② 東京地方裁判所昭和４４年２月３日判決・判例時報５６６号

７１頁 

     妻の請求額：３００万円 

     子３名の請求額：各７０万円 

     裁判所が妻に認めた額：２００万円 

     裁判所が子３名に認めた額：各３０万円 

③ 大阪高等裁判所昭和４４年６月２４日判決・判例時報５８６

号６６頁 

妻の請求額：１００万円 

裁判所が認めた額：２０万円    

④ 札幌地方裁判所昭和４５年１２月１６日判決・判例時報６２

７号８３頁 

     妻の請求額：６０万円 

     裁判所が認めた額：６０万円（ただし、共同不法行為者であ

る夫が妻に３６万８０００円をすでに支

払っているので、残額２３万２０００円

の支払いを命じた） 

⑤ 東京高等裁判所昭和４７年１１月３０日判決・判例時報６８

８号６０頁 

    妻の請求額：不明 

    裁判所が認めた額：６０万円（ただし、裁判所は不貞の関係

は認められないとした） 

⑥ 東京高等裁判所昭和４８年３月９日判決・判例時報７０号３

７頁 

    妻の請求額：１２０万円 

    裁判所が認めた額：２０万円 
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⑦ 東京地方裁判所昭和５８年１０月３日判決・判例時報１１８号

１８８頁 

    妻の請求額：１０００万円 

    裁判所が認めた額：２００万円 

⑧ 横浜地方裁判所昭和６１年１２月２５日判決・判例タイムズ６

３７号１５９頁 

    妻の請求額：１０００万円 

    裁判所が認めた額：１５０万円 

⑨ 東京地方裁判所平成４年１２月１０日判決・判例タイムズ８７

０号２３２頁 

    妻の請求額：５００万円    

    裁判所が認めた額：５０万円 

⑩ 東京高等裁判所平成１０年１２月２１日判決・判例タイムズ１

０２３号２４２頁 

    妻の請求額：１０００万円 

    裁判所が認めた額：２００万円 

⑪ 大阪地方裁判所平成１１年３月３１日判決・判例タイムズ１０

３５号１８７頁 

    妻の請求額：１２００万円 

    裁判所が認めた額：３００万円 

 

夫から不倫した男性に慰謝料を請求するケースの判例 

① 大阪地方裁判所昭和４３年２月２２日判決・判例時報５２３号 

５９頁 

夫の請求額：５０万円 

裁判所が認めた額：１０万円 

② 広島地方裁判所昭和４８年９月２１日判決・判例時報７２６号

８０頁 

夫の請求額：２００万円 

子４名の請求額：各３０万円 

裁判所が夫に認めた金額：７０万円 

裁判所が子４名に認めた金額：各１０万円    

③ 千葉地方裁判所昭和４９年１２月２５日判決・判例時報７８２

号６９頁 

夫の請求額：５００万円 

裁判所が認めた金額：３０万円 

④ 仙台地方裁判所昭和５０年２月２６日判決・判例時報８０１号

８２頁 

夫の請求額：２００万円  

裁判所が認めた金額：１００万円 

⑤ 東京高等裁判所昭和５１年１０月１９日判決・判例タイムズ３

５０号３０８頁 

夫の請求額：３００万円  
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     裁判所が認めた金額：２００万円 

⑥ 神戸地方裁判所昭和５３年７月１４日判決・判例時報９３６号

１００頁 

夫の請求額：１０００万円  

裁判所が認めた金額：３００万円 

⑦ 大阪地方裁判所昭和５４年９月２８日判決・判例時報９５５号

１０５頁 

夫の請求額：３２５万円 

裁判所が認めた金額：２００万円 

⑧ 福岡高等裁判所昭和５５年４月１６日判決・判例タイムズ４２

３号１０３頁 

夫の請求額：不明  

裁判所が認めた金額：６０万円 

⑨ 東京高等裁判所昭和５６年１０月２２日判決・判例時報１０２

６号９１頁 

夫の請求額：５００万円  

裁判所が認めた金額：１００万円 

⑩ 東京高等裁判所昭和５６年１２月９日判決・判例時報１０３１

号１２８頁 

夫の請求額：３００万円  

裁判所が認めた金額：２００万円 

⑪ 浦和地方裁判所昭和６０年１月３０日判決・判例タイムズ５５

６号１７０頁 

夫の請求額：不明 

裁判所が認めた金額：５００万円 

⑫ 東京高等裁判所昭和６０年１１月２０日判決・判例時報１１７

４号７３頁 

夫の請求額：７００万円 

裁判所が認めた金額：２００万円 

⑬ 浦和地方裁判所昭和６０年１２月２５日判決・判例タイムズ６

１７号１０４頁 

夫の請求額：不明 

裁判所が認めた金額：５００万円 

⑭ 名古屋地方裁判所平成４年１２月１６日・判例タイムズ８１１

号１７２頁 

夫の請求額：３００万円 

裁判所が認めた金額：１００万円 

 

もちろん判例はケースバイケースですから認められる金額は違って

きます。しかし、判例が認めた金額の上限は５００万円くらいです。

慰謝料をいくら請求するかは自由ですが、請求する額が常に認められ

るわけではないということを知っておきましょう。 
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b)  次に、慰謝料の額はどのようにして決まるべきか考えてみましょう。 

以下は判例を検討した筆者の見解です。 

慰謝料を高める要素と低める要素を考えてみました。 

慰謝料の額を決める法則のようなものはなくケースバイケースです

が、慰謝料の額については、これらの慰謝料を高める要素と慰謝料を

低める要素を総合的に勘案して決められるべきであると筆者は考え

ております。  

ご参考にしていただければ幸いです。 

 

慰謝料の額を高める要素 

 １）あなたの家庭の平和を侵害された度合いが大きい  

   ・不倫の期間が長い 

   ・不倫が原因で会話が少なくなり、家庭が暗くなった 

・不倫が原因であなたはＡ男さんと別居することになった 

   ・不倫が原因であなたはＡ男さんと離婚する手続に入った 

   ・不倫が原因であなたはＡ男さんと離婚した 

 ２）あなたの被害が大きい 

・不倫が原因で子供たちも家庭で暗くなり、会話も少なく 

なり、学校の成績も落ちた 

・不倫が原因であなたは近所でも白い目で見られるようになった   

・不倫があなたの会社の人にも知れて、あなたは会社でも白い目

で見られるようになった 

 ３）相手方の不倫の違法性の度合いが強い 

   ・不倫の期間が長い 

   ・相手方がリードする形で不倫が始まった 

   ・相手方がリードする形で不倫が続いた 

   ・相手方は不倫について反省していない 

  

 慰謝料の額を低める要素 

 １）あなたの家庭の平和を侵害された度合いが小さい 

・不倫の期間が短い 

・あなたに不倫が発覚しても、Ａ男さんとあなたの婚姻関係に変

化が少ない 

・不倫が原因で別居していない 

・不倫が原因で離婚の手続に入っていない 

・不倫が原因で離婚していない 

   ２）あなたの被害は小さい 

・子供に変化はない 

・近所で白い目で見られたり、うわさになっていることはない 

・あなたの会社で白い目で見られたり、うわさになっていること

はない 

   ３）相手方の不倫の違法性の度合いが弱い 

・不倫の期間が短い 
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・Ａ男さんと相手方の不倫の始まりはＡ男さんがリードしたから

だった 

・Ａ男さんと相手方の不倫が続いたのはＡ男さんがリードしたか

らだった 

・Ａ男さんは相手方の会社の上司であって、相手方は不倫するこ

とを断り切れなかった 

・相手方はＡ男さんからお金を借りていて、不倫することを断り

切れなかった 

・相手方の方から不倫をやめることにした 

 

 c) 慰謝料の額について参考になる判例を検討しておきましょう。 

➊Ａパターン（副次的責任論） 

これは、東京地方裁判所平成４年１２月１０日判決で判示されたも

のです。 

東京地方裁判所平成４年１２月１０日判決は、次のように判示しま

した。 

「婚姻関係の平穏は第一次的には配偶者相互間の守操協力義務によ

って維持されるべきものであり、不貞あるいは婚姻破綻についての主

たる責任は不貞を働いた配偶者にあるというべきであって、不貞の相

手方において自己の優越的地位や不貞配偶者の弱点を利用するなど悪

質な手段を用いて不貞配偶者の意思決定を拘束したような特別の事情

が存在する場合を除き、不貞の相手方の責任は副次的というべきであ

る。」 

この判決がいうところは、不倫については第一次的にはＡ男さんが

責任を負うべきであり、相手方の責任は副次的なものであるというこ

とです。 

 

このような主張を相手方がしてきて、あなたに支払う慰謝料の額は

Ａ男さんが多く支払うべきで相手方は少なくてよいはずだと言ってき

たときのあなたの対応としては以下のことが考えられます。 

１） 上記の判例は下級審の判決であって最高裁判所の判決ではなく、

判例として確立しているものではない。 

２） 前述したように、相手方があなたに支払うべき慰謝料の額は、

慰謝料の額を高める要素と低める要素を総合的に考慮して決定さ

れるべきであり、相手方には慰謝料の額を高める要素がたくさんあ

る。 

 

❷Ｂパターン（主導的責任論） 

これは千葉地方裁判所昭和４９年１２月２５日判決や大阪地方裁判

所昭和４２年７月１５日判決で指摘されたものであり、不倫について

はＡ男さんが主導的な立場にあったから相手方が支払うべき慰謝料の

額は少なくてもよいという考えです。 
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このような主張を相手方がしてきた場合には、あなたとしては次の

ような対応が考えられます。 

１） 相手方がいうＡ男さんが主導的な立場にあったという点につい

て、反論できる点があれば反論する。 

２） その際にＡ男さんから不倫の事情を聞くことができるのであれ

ば、Ａ男さんから聞き出して確認し、反論できる点があれば反論す

る。 

 

❸Ｃパターン（地位利用型） 

これは名古屋地方裁判所平成４年１２月１６日判決の例のように、

例えば相手方がその地位や立場を利用して不倫をリードしていったよ

うなケースです。 

そのようなケースでは相手方の方からの慰謝料の減額要素はあまり

考えられないので、あなたの方から相手方が自分の地位（例えば経営

者、会社の上司などの地位）を利用して不倫を始めたことや不倫を続

けたことを積極的に主張すべきです。 

その際Ａ男さんから不倫の事情を聞けるのであればしっかり聞き取

って不倫に関する情報を確保しておく必要があります。 

 

❹Ｄパターン（エスカレート型） 

これは浦和地方裁判所昭和６０年１２月２５日判決や東京地方裁判

所昭和５８年１０月３日判決で問題になりましたが、相手方があなた

の自宅で近所に聞こえるような声で不倫を告げたり、あなたの会社に

も不倫していることを明らかにして混乱させるといったようなケース

で、相手方の態度がどんどんエスカレートするような事案です。 

相手方の慰謝料の減額要素は少ないと思われますので、あなたは自

分が受けた屈辱や被害の様子を積極的に主張すべきです。 
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調停で予想される相手方の態度とそれに対するあなたの対応をモデル化す

ると、以下の図のようになります。 

 

  

予想される相手方の態度とそれに対する申立人の対応 

〔申立人〕 〔簡易裁判所〕 〔相手方〕 

調停不成立 

相手方の否認の理由に対し

て反論する 

不倫を証明する証拠を提出

する 

相手方が不倫を否認する 
ア 

相手方が何度も調停期日に

欠席する 

相手方が調停期日に出席する 

相手方が不倫を認める 
イ 

ⅰ）相手方が不倫を認めるが、

慰謝料を支払う義務はな

いと争う 

ⅱ）相手方が不倫を認めるが、

慰謝料の額について争う 

相手方の主張に反論する 

慰謝料の額について有利な

主張を展開する 
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第５節 簡易裁判所から第１回調停期日の連絡が申立人に来る 

 

Q14 第 1 回調停期日はどのように決まるのですか？ 

 

A 

一、調停申立書が簡易裁判所で受理されると、簡易裁判所の中で担当す

る裁判官や裁判所書記官が決まり、調停委員の選任が行われます。 

 そして、簡易裁判所内の体制が整うと書記官から申立人に第１回調

停期日を調整する連絡が来ます。第１回調停期日は裁判官、調停委員、

申立人のスケジュールを調整して決められます。 

 簡易裁判所から申立人に連絡が来たら、①事件番号、②担当する書

記官の名前、③簡易裁判所の電話番号、④簡易裁判所の FAX 番号をメ

モしておきましょう。 

 

    事件番号：平成   年（ノ）第      号            

    担当する書記官の名前：                  

    簡易裁判所の電話番号：               

    簡易裁判所の FAX 番号：               

 

二、そして、簡易裁判所から調停期日請書を提出するように言われたら、

調停期日請書を作成して簡易裁判所にＦＡＸするか、郵送して提出

します。 

 調停期日請書は、調停期日に簡易裁判所に出頭することを約束す

る書面です。 

 調停期日請書の作成方法は簡単です。調停期日請書のサンプルを

ご参考に作成してみてください。 
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第６節 第１回調停期日の流れ 

 

Q15 第１回調停期日はどのように進行するのですか？ 

  

 A 

一、第１期調停期日に申立人が持参すべきもの 

第１回調停期日に調停が成立して相手方から慰謝料を申立人の銀行

口座に送金してもらうことになる可能性もあります。 

 そこで、申立人は慰謝料を送金してもらう自分の銀行口座をメモし

て第１回調停期日に持参しましょう。 

 

 ＜自分の銀行口座のデータ＞ 

     ○○銀行・○○支店 

     普通預金口座 

     口座番号 ○○○○○○○ 

     口座の名義人 ○○○○ 

 

なお、ゆうちょ銀行は預金の枠に限度がありますから、ゆうちょ銀

行を送金先の銀行口座に指定するかは慎重にご検討ください。 

 

二、第１回調停期日の当日は、まず、簡易裁判所の書記官室に行き、担

当の書記官に自分が出頭した旨を連絡し、申立人控室で待機します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第一調停室 第二調停室 第三調停室 第四調停室 第五調停室 

申立人控室 書記官室 書記官室 裁判官室 相手方控室 



42 

 

三、申立人控室で待機していると、調停委員が調停室に入るように呼び

に来ます。 

 通常、第１回調停期日の最初は、申立人と相手方が裁判官と調停委

員がいる調停室に入り、裁判官が調停のことや今後の手続のことを説

明します。 

 そして、相手方は調停室から退室して相手方控室で待機するように

言われ、申立人だけが調停室に残って調停委員から事情を聞かれます。

申立人の話が終わると、申立人は退室して申立人控室で待機し、相手

方が調停室に入って調停委員から事情を聞かれます。 

 このように、調停は通常は調停委員が申立人と相手方から交互に事

情を聞いて進められてゆきます。 

 

四、して、通常は調停委員から第２回調停期日まで検討すべき事項を申

立人と相手方に与えられ、関係者のスケジュールを調整して第２回調

停期日が決められて、第１回調停期日は終了します。 
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第７節 第２回以降の調停期日 

 

Q１６ 第 2 回以降の調停期日はどのように進行するのですか？ 

 

  A 

通常第２回調停期日では第１回調停期日で調停委員から示された検

討事項や調べてくるように言われたことを申立人と相手方がそれぞれ

調停委員に述べることによって行われます。 

そして、第２回調停期日でなお検討すべき事項や調査すべきことが

出てくれば、第３回調停期日が開かれます。 

このように、調停はだいたい月１回のペースで調停期日が開かれて

申立人と相手方の合意ができるか否かをさぐってゆき、合意の成立を

目指してゆきます。 
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第８節 調停の終わり方 

 

Q17 調停はどのようにして終るのですか？ 

 

 A 

一、調停期日を重ねて申立人と相手方の考えを聞き、妥協点が見いだせる

か検討されてゆきますが、調停は、だいたいの場合、①調停が成立し

たとき、②調停が不成立になったとき、③調停申立てが取り下げられ

たときに、終了します。 

 以下、順にご説明します。 

 

二、調停の成立 

調停期日を重ねていって申立人と相手方の考えが合致すると両者の

間に合意が成立します。例えば、相手方があなたに解決金として１０

０万円を支払うが、一度には支払えないので１０万円ずつ１０回に分

けて支払うといったような合意です。 

調停はこの合意を目指して進められてゆくわけです。 

そして、その合意を簡易裁判所が調停条項にまとめます。 

調停条項は調停調書の一部となって、調停調書が申立人と相手方に

送付されます。 

金銭の支払いを内容とする調停調書には執行力がありますから、金

銭の支払い義務を負う人がその金銭を支払わないと強制執行される可

能性があります。 

調停条項と調停調書の具体例は、調停条項のサンプルと調停調書の

サンプルをご覧ください。 

 

三、調停の不成立 

調停を重ねても申立人と相手方との合意ができないと調停は不成立

で終了します。残念ながらあとは訴訟で解決するしかありません。 

そして、調停申立人が調停不成立によって調停が終了したことを通

知された日から２週間以内に訴訟を提起した場合には、調停申立の時

に訴訟の提起があったとみなされます（民事調停法１９条）。 

そして、この場合には訴訟提起の際に訴状の正本に貼る収入印紙額

は、調停申立書の正本に貼った収入印紙額についてはすでに納めたも

のとみなされます（民事訴訟費用等に関する法律５条１項）。従って、

例えば訴状に貼るべき収入印紙額が１万５０００円であっても調停申

立の段階ですでに７５００円を簡易裁判所に納めているような場合に

は、訴訟を提起する裁判所には差額の７５００円分の収入印紙を納め

ればすむことになります。 

 ただし、これらの場合には調停の管轄簡易裁判所に調停不成立証明

書を発行してもらう必要があります。調停不成立証明書を発行しても

らうためには、調停不成立証明申請書を作成して簡易裁判所に提出す
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る必要があります。 

調停不成立証明申請書の作成方法は、調停不成立証明申請書のサン

プルをご参照ください。 

 

四、調停申立ての取り下げ 

調停を申し立てた申立人は、調停が成立する前であれば相手方の同

意を得ることなく調停の申立てを取り下げることができます。 

例えば、調停期日外で申立人と相手方が和解や示談をして相手方が

申立人に和解金や示談金を支払って案件が解決して調停を維持する必

要がなくなったような場合には、調停申立てが取り下げられることが

あります。 

調停の申立てを取り下げる場合には、調停申立て取り下げ書を作成

して、その正本と副本を簡易裁判所に郵送して提出します。 

調停申立て取り下げ書の作成は簡単です。 

調停申立て取り下げ書のサンプルをご参考に作成してみてください。 

調停申立て取り下げ書は、３通作成します。１通を正本とし、１通

を副本とし、これらの正本と副本を簡易裁判所に提出します。残りの

１通は控えとして自分で持っています。 

 


